
九州大学超顕微解析研究センター 

文部科学省 マテリアル先端リサーチインフラ事業 

第 233 回ＨＶＥＭ研究会 
のお知らせ 

令和 4 年 11 月 11 日 

 

東京大学 大学院工学系研究科の 曹 旻鑒（CAO Minjian）氏をお招きし、ご講演いただきます。 

皆様、奮ってご参加ください。 

 

【日  時】令和 4 年 11 月 24 日（木）15：00 ～ 16：30 

【会  場】九州大学 筑紫キャンパス 総理工第１講義室 

      （〒816-8580 福岡県春日市春日公園６−１） 

 

【講  演】 曹 旻鑒（CAO Minjian） 

東京大学 大学院工学系研究科 博士課程 

「塑性変形過程の原子分解能その場観察」 

 

 結晶材料における塑性変形は、転位のすべり運動により進行する。本運動の素

過程は原子の変位に帰着されるため、結晶塑性の本質的な理解には力学的負荷

に伴う原子の動的挙動を解明することが必須である。近年、その場機械試験TEM

ホルダーを用いることで、塑性変形過程の原子分解能その場観察が行われてい

る。本講演では、原子分解能その場機械試験法の概要を述べるとともに、適用例

として、原子レベルの塑性変形機構を明らかにした研究の成果を紹介する。 

 
********************************************************************* 

交通手段の詳細や当研究会についてのお問い合わせは、下記の連絡先にお願いいたします。 

会場へのアクセスを次ページに示します。 

オンラインでの参加をご希望の方は、以下の連絡先にご相談ください。 

ＨＶＥＭ研究会世話人：安田和弘・佐藤幸生・波多 聰 

連    絡    先：波多 聰（九州大学 大学院総合理工学研究院 物質科学部門） 

           Tel & Fax: 092-583-7580 E-mail: hata.satoshi.207@m.kyushu-u.ac.jp 

 



九州大学へのアクセスマップ。会場は筑紫キャンパスにあります。 

 
 

筑紫キャンパスマップ。会場は⑱と⑲を結ぶ廊下沿いにあります。 
http://www.kyushu-u.ac.jp/f/35769/2019chikushi_2.pdf 

 
 


